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1

本冊第四章・別冊第4章をご確認ください。

※ 令和5年度末退職予定者には配付済みです。

＜定年前退職者（青封筒）＞ 11月に配付

『退職互助事業リーフレット』

『退職慰労金返還請求書』

が封入されています。

（Ａ３版・両面刷り）
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必ずご確認のうえ、
提出期限までに手続き
をお願いします。

再任用職員の互助事業 退職互助事業

会員期間 再任用期間中 終身

医療費補助 △ （入院費補助金のみ） ○

人間ドック利用補助 ○ 15,000円 ○ 10,000円上限

予防接種補助 ○ ×

福祉施設利用補助 ○ ○

各種あっせん ○ ○

ダイアリー配付 ○ ×

貸 付 △（特別貸付のみ） ×

その他 観戦チケット助成 ほか 長寿記念品、会報配付、退会給付金

1 9事業 7事業

［主な事業内容］ 両方の事業に加入できます

再任用期間終了後に退職互助事業へ
加入することはできません。

『ゆとり本冊 第四章』
『退職互助リーフレット（裏面）
退職互助事業～対照表～』 参照3
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・ 長寿記念品

・会報の配付

・各種あっせん事業

・退会給付

会員の相互扶助の精神に基づく各種福利厚生事業
（会費拠出あり・任意加入）

詳細は『ゆとり本冊』P79～ 、『ゆとり別冊』P29～ や互助会ホームページの退職会員の方へ
をご参照ください。
※事業内容は、規則改正等により変更する場合があります。

4

※満55歳以上から対象

外来、入院、処方箋による薬代の領収書（保険診療自己負担分）の
合計額に対し、下記給付率で支給。

〔補助対象〕
病気やケガの治療や歯の治療（医療保険適用分のみ）

〔補助対象外〕
保険診療外の費用（文書料、差額室料、選定療養費等）、
入院時食事負担金等

■満55歳～満69歳 → 5割
（年度内給付上限額 12万円）

■満70歳以上 → 500円ごとに100円
（年度内給付上限額 3万8千円）
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退職会員

薬 局

病 院

互助会 金融機関

※加入後にお配りする『退職互助事業のしおり』より

①病院または薬局に行く

②領収書受領

（保険による処方箋）

（保険医療機関）

医療費を支払ったときは
必ず領収書を受領

書類到着日の翌月、又は
翌々月の25日に送金
（金融機関休業日の場合は翌営業日）

③医療費補助金

請求書を提出

（領収書添付） ④通帳記入等により確認
（退職会員が指定した
預貯金口座へ振込）
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■人間ドックを受診したとき、
事業年度内1回に限り 10,000円
を限度として給付。

■現職の人間ドック補助金との相違点
＊指定医療機関なし
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互助会指定宿泊施設に宿泊したとき、
1泊 1,000円以上の支払いにつき
1,000円を給付。
（ただし、同一の宿泊施設に宿泊した場合は、連続して2泊まで）
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●長寿記念品（喜寿・米寿・白寿）

●会報『退互だより』の配付

●各種あっせん事業

●退会給付
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（ゆとり別冊 P29～P33 参照 ）
【加入資格】

① 令和6年3月31日までに退職した方。
② 退職時50歳以上。退職までに1年以上、現職会員であった方。
③ ②の配偶者（50歳以上。①の方と同時加入）

【 加入手続き】

『退職互助事業加入申込書』 を提出 ※ 申込書はホームページに掲載

【 加入申込期間】

退職後の最初の2月末まで
＊3月末日退職者で4月30日までに申込 ⇒ 加入日：4月1日

【会費 】

「退職慰労金」を充当し、不足額を振り込み

会費納入は1度だけ ⇒ 終身会員 ×会費の返金

加入時の年齢に応じて、会費を一括納入していただきます（会費納入は加入時のみ１回限りです。）。

10

互助会では、これまで皆様から納入された会費のうち約半分を、「退職慰労金」
として退職される際にお返ししています。

互助会加入期間や加入期間中の給料の額により異なります。

定年退職者（令和4年度末）の平均は、加入期間「36年」で 「5 4 4 , 6 7 8円」です。

してください。

退職と同時に加入する場合、退職慰労金を退職互助事業の会費に充当します。

・退職慰労金＞会費 ⇒ 残額を短期給付口座へ送金

・退職慰労金＜会費 ⇒ 不足額を振り込み

※退職互助事業の会費が57万円、退職慰労金が54万円の方は、

57万円（会費）－ 54万円（退職慰労金）＝ 3万円（会費不足分）

入会時に振り込む
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・ 60歳（S38.4.2 ～ S39.4.1生）

・ 令和5年度末 60歳未満で勧奨による退職見込み者

※ 令和5年度より互助会の人間ドック補助は、事後請求する方法になりました。
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